
陰
陽
道

の
反
閉
と
戒
壇
結
界

-

戒
灌
頂
流
の
思
想
を
見
る
-

野

本

覚

成

日
本
の
大
乗
戒
壇

は
、
伝
教
大
師

の
悲
願
で
あ
り
、
弘

仁

十

三
年

(八
三
三
)
五
十
六
歳

の
入
滅
七
日
後
に
勅
許
あ

っ
て
、
最
初

の
大
乗

戒
が
公
認
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
四
百
数
十
年
後
の
鎌
倉
中

期

に

至

る

と
、
比
叡

山
は
そ
の
こ
ろ
盛
ん
で
あ

っ
た
恵
檀
両
流
口
伝
法
門
の
影
響

に
よ
り
、

全
く
と
い
え
る
ほ
ど
授
戒
会
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

理
由
は
、

一
心
三
観

の
深
旨
を
得
れ
ば
開
悟
の
た
め
の
戒
は
無
用
と
な

る
、
と
言

う
理
念
に
よ
る
も

の
ら
し
い
。
僧
侶
資
格
公
認

の
受
戒
は
機

能
し
な
く
な

っ
た
よ
う
だ
。

だ
が
、
檀
那
流

の
口
伝
を
つ
た
え
る
重
授
戒
灌
頂
の
流
派
は
、
伝
教

大
師
の
理
念
は
顕
密
戒

一
致

に
あ
る
と
し
、
特
に
大
乗
戒
復
興
を
中
心

に
教
学
の
興
隆
に
つ
と
め
た
。
た
だ
大
乗
戒

の
復
興
の
み
な
ら
ず
、
顕

密
戒

一
致

の
理
念
の
下
に
、
論
義

・
口
伝

・
密
教

・
記
家

・
仏
教
以
外

の
学
な
ど

の
諸
学
を
ま
な
ぶ
こ
と
に
努
力
し
た
。

口
伝
法
門
が
深
奥
秘

旨
を
選
択
し
、
純
粋
に
頓
直

の
法
門
を
も
と
め
た
の
に
対
し
、
戒
灌
頂

(1
)

の
諸

師

〔
恵

尋

・

(
?
-

一
二
八
九
)
・
恵

顕

・
興

円

(
=

一
六
三

-
二
三

一
七
)
・
恵
鎮

(
=

一八
一
-

二
三
五
六
)
・
光
宗

(
一
三
七
六
-
=
三
五
〇
)・

惟
賢

(
一
二
八
九
-
一
三
七
八
)〕
と
く
に
興
円
は
、
そ
の
基
本
を
伝
教
大

師
最
澄
の
教
学
を
、
具
体
的
に
維
持
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
そ
の
た
め

選
択
し
た
教
学
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
法
門
を
総
合
し
充
実
し
た
口
伝
法

門
を
目
的
と
し
、
そ

の
伝
授
儀
式
も
顕

・
密

・
戒

一
致
し
た
独
自
な
重

戒
灌
頂
と
い
う
授
円
戒
(戒
)
・
授

口
伝
(顕
)
・
授
潅
頂
(密
)
儀
式
を
工

夫
し
た
。

こ
の
諸
学
の
総
合
網
羅

の
思
想
は
、
多
く

の
大
乗
戒

の
著
書
と
は
別

に
、
恵
鎮
は

『
宗
要
白
光
』
九
巻
を
残
し
南
禅
寺
に
修
禅

し

て

い

る

し
、
特
に
弟
子
光
宗
が

『渓
嵐
拾
葉
集
』
三
百
巻
を
編
纂
し
た
こ
と
に

そ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
惟
賢

は
、
多
く
の
密
教
典
籍
を
研
究
し
た

形
跡
が
鎌
倉
宝
戒
寺
の
自
筆
蔵
書

に
見
ら
れ
る
。
特
に
、
戒
灌
頂
の
基

礎
を
創
り
上
げ
た
興
円
は
、
日
本
の
陰
陽
道
の
反
閉
作
法
を
、
戒
壇

の

結
界
作
法
に
取
り
入
れ
、
「戒
家
次
第
」
と
し
て
い
る
な

ど

は
、
こ
れ

も
特
に
顕
著
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號
 
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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陰
陽
道
の
反
閉
と
戒
壇
結
界
 
(野

本
)

一

興
円
は
、
三
種
の
著
作
の
な
か
で
戒
壇
結
界
に
つ
い
て

述

べ
て

い

る
。謹

案
我
山
建
立
結
界
。
錐
七
重
結
界
除
官
省
符
結
界
。
就
内
地
清
浄
結
界
有

六
重
。
亦
名
六
即
結
界
。
山
家
御
釈
云
。
…
…
心
性
中
台
常
寂
光
土
者
。
六

即
結
界
中
央
所
築
戒
壇
院
是
也
。
…
…
六
即
結
界
之
次
第
。
亦
合
真
言
行
法

之
次
第
。
此
戒
法
真
言
一
致
故
也
。
四
至
結
界
等
委
尋
日
記
家
可
聞
。
是
則

彼
家

一
箇
大
事
。
不
可
軌
爾
云
云
。
…
…

(山
王
を
戒
壇
に
勧
請
し
て
)
是

則
四
土
不
二
即
離
双
照
結
界
也
。
…
…
以
如
此
不
思
議
秘
述
。
結
界
所
築
壇

所
建
立
本
尊
故
。
登
壇
受
戒
人
必
決
定
成
仏
也
。

…

『戒
壇
院
本
尊
印
相
紗
』
(興
円
一
三
〇
八
年
撰
)
写
本

こ
の
中

で
結
界

の
重
要
性
に
触
れ
な
が
ら
、

六
即
結
界
は

「
四
至
の

結
界
等
は
委
し
く

は
日
記
家
を
尋
ね
聞
く
可
し
」
と
言

っ
て
い
る
。
日

記
家
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
大
家
で
あ
る
義
源

(-

一
二八
九

一
三
五
一
-
)
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
別

に
結
界

に
つ
い
て
陰

陽

道

の
反
閉

(
ヘ
ン
バ
イ
)
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

七
、
安
鎮
秘
口
決
境
領
知

一

天
台
結
界
事

師
示
云
。
結
界
法
者
。
大
旨
安
鎮
法
大
事
也
。
…
…
亦
名
浄
土
変
印
明
。
故

用
結
界
法
也
。
如
来
所
踏
足
光
七
日
間
不
消
。
…
…
此
事
以
故
経
事
相
行

也
。
…

一

反
閉
事

示
云
。
先
坐
左
足
踵
我
後
門
当
。
右
足
踵
左
足
ア
ナ
ウ
ラ
中
心
当
。
然
後
立

反
閉
踏
始
也
。
凡
反
閉
相
貌
。
皆
是
千
輻
輪
印
也
。
此
印
ア
ナ
ウ
ラ
ノ
千
輻

輪
文
是
也
。
此
印
足
結
印
也
。
凡
反
閉
間
。
前
足
中
心
伺
後
足
踵
踏
也
。
此

間
ボ
ッ
ケ
ソ
明
諦
也
。
云
云
。
最
秘
最
秘

巳
上
安
鎮
結
界
大
事
也

『十
六
帖
口
決
』
(興
円
二
三
〇
六
年
口
決
)
写
本

と
あ
り
、
明
ら
か
に
反
閉
を
結
界
作
法
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

反
閉
と
は
何
を
指
す
の
か
。

二

弟
子
惟
賢
が

『
結
界
法
則
口
伝
』
(来
迎
寺
蔵
写
本
)
の
な
か

で
、
観

応
二
年

(
一
三
五
一
)七
月
十
七
日
夜
、
京
都
元
応
寺

の

「
戒
門
正
結
界
」

と
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
本
書
は
略
儀

の
み
で
あ
る
が
、
そ

の
式
次
第
は
(
1
)
顕
宗
次
第
、
(
2
)
秘
密
次
第
、
(
3
)
戒
家
次
第

の
三
の
主
要

部
分
か
ら
成

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
独
自
な
作
法
で
あ

る

(他

に
知
れ
ず
、
現
在
は
行
わ
れ
な
い
)
。

(1
)顕
宗
次
第
は
六
即
重
々
結
界
で
あ
り
、
(2
)秘
密
次
第
は
密
教
の
安

鎮
家
国
法

(密
教
の
結
界
作
法
)
ま
た
は
結
界
印
信
を
用
い
、
(3
)戒
家
次

第
に
は

「九
星
反
閉
等
有
之
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
(1
)顕

宗

次

第

は

『
大
結
界
式
』
(『伝
教
大
師
全
集
』
五
。山
家
要
略
記
第
三
浄
刹
結
界
章
は
偽

名
、
観
応
三
年
七
月
三
十
三
日
惟
賢
写
、
宝
戒
寺
蔵

一
軸
)
の
こ
と
で
あ
り
、
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そ
の
巻
尾

に

「
去
十
七
日
元
応
寺
結
界
有
之
。

印
共
之
了
」
と
あ

っ
て

明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
書
は
、
『都
法
灌
頂
秘
録
』
(慈
覚
大
師
偽
撰
、
日

蔵
天
台
密
教
1
)
の
内
容
が
見
ら
れ
、

『山
家
最
略
記
』
(仏
全

一
二
〇
)
・

『
九
院
仏
閣
砂
』
(九
巻
本

『山
家
要
略
記
』
に
は
な
い
部
分
)
の
内
容
も
使

用
さ
れ
て

い
る
。
(2
)は
安
鎮
家
国
法
で
あ
る
が
、
元
来
こ
の
本
作
法
に

も
陰
陽
道

ら
し
き
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
(3
)戒
家
次
第

の
反
閉
に
つ
い

て
は
、
『
結
界

道

場

図
』
な
る
写
本

(来
迎
寺
蔵
)
が
あ
る
。

こ

の
書

は
、
義
源
が
神
蔵
寺
長
老

(興
円
の
こ
と
)
に
反
閉
の
事
と
際

分

の
事

の
三
条
を
進
上

(正
和
元
年

(
一
三

一
)十
月
)
し
た
も

の
が
写

さ

れ

て
お
り
、

興
円
は
義
源
か
ら
こ
の
作
法
を
伝
授
し
た
こ
と
が
解
る
。

こ

の
中
に
二
種
の
反
閉
の
図
が
あ
る
が
同

二
で
は
な
い
。
足
で
踏
む
作
法

は
、
興
円
が
前
の

「
天
台
結
界
事
」
で
述
べ
て
い
る
が
、
陰
陽
道
の
文

献
で
は
ど
う
か
。
ほ
ぼ
同
時
代
の
日
本
文
献

『
小
反
閉
作

法

井

護

身

法
』
(村
山
修
一
編

「陰
陽
道
基
礎
史
料
集
成
」
東
京
美
術
昭
和
六
三
年
刊
)

に
見
る
、
四
縦
五
横
呪
#
印
お
よ
び
禺
歩

(
ウ
フ
)
と
も
異
な
り
、
す

(2
)

で
に
種
々
の
反
閉
と
禺
歩

の
作
法
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。

戒
灌
頂
が
用
い
る
重
書

『頓
超
秘
密
綱
要
』
で
あ
れ
、
『
大
結
界
式
』

『
都
法
灌
頂
秘
録
』
『
山
家
要
略
記
』
『
山
家
最
略
記
』
『
結
界
道
場
図
』

で
あ
れ
、

す
べ
て
記
家

の
義
源
を
経
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に

興
円
が
種

々
に
微
細
な
教
学
内
容
も
感
り
込
ん
で
、
大
系
的
な
独
自

の

大
乗
戒
壇

の
結
界
作
法
を
造
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義
源
の
影
響

は
置
く
と
し
て
も
、
興
円
の
大
乗
戒

・
天
台
教
学

・
仏
教
興
隆
に
注
ぐ

(3
)

熱
意
は
相
当
な
も
の
が
あ
り
、
極
め
て
古
い
呪
術
方
法
を
積
極
的
に
導

入
し
、
そ
の
理
念
を
具
体
化
し
て
い
る
。
重
授
戒
灌
頂

の
授
戒
法
は
、

こ
の
よ
う
な
融
合
思
想
が
根
底
に
あ

っ
て
完
成
し
、
五
代
国
師
恵
鎮

・

光
宗

・
惟
賢
が
よ
り
且
ハ体
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

1

『
三
通
口
決
』
写
本
中

(『続
天
台
宗
全
書
』
円
戒
1
を
参
照
)
に
、

「上
人
正
応
二
年
迎
臨
之
期
」
と
あ
っ
て
、
没
年
が
知
れ
る
。

2
 
反
閉
と
禺
歩

(三
歩
九
跡
)
が
仏
教
の
儀
式
に
正
式
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
具
体
的
な
珍
し
い
例
と
、
思
わ
れ
る
。
陰
陽
道
と
の
関
係
を
考
慮
す
る

上
で
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
反
閉
と
禺
歩
は
元
来
別
の
も
の
と
い
う
。
禺
歩

に
関
す
る
研
究
論
文
は
。
藤
野
岩
友
著

『中
国
の
文
学
と
礼
俗
』
の

「禺

歩
考
」
(角
川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
)
。高
瀬
重
雄
稿

「青
木
北
海
と
そ

の
『
禺
歩
遷
決
』」
(『東
方
宗
教
』
三
九
号
-
昭
和
四
七
年
)
が
あ
る
が
、

多
く
な
い
。

3
 
最
古
の
禺
歩
の
例
は
、
紀
元
前
二
五
六
年

『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

「日
書
」
(
一
三
九
、

一
五
三
)
に

「禺
歩
三
」
(文
物
出
版
社
、

一
九
八

一
)
が
見
ら
れ
、
『馬
王
堆
漢
墓
畠
書
』
璋

「
五
十
二
病
方
」
に
も
見
ら

れ
る
。
歩
行
法
は

『抱
朴
子
』
登
渉

・
雑
応

・
仙
薬
が
最

古
で
、
『金
鎖

流
珠
引
』
に
は
踏
斗
と
と
も
に
図
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
麦
谷
邦
夫
先
生

(京
大
人
文
研
助
教
授
)
に
ご
教
授
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

*
引
用
の
写
本
は
、
『続
天
台
宗
全
書
』
円
戒
1
重
授
戒
潅
頂
典
籍
、
を
参

照
さ
れ
た
い
。
入
手
困
難
な
貴
重
書
が
収
録
で
き
た
。

<
キ
ー
ワ
ー
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